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１.日冷工の活動

※日冷工 HPより
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２.取り組み①（低GWP冷媒への転換）
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３.取り組み②（機器使用中の大気放出対策）
（一社）日本冷凍空調設備工業連合会様と共同取り組み
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４.取り組み③（機器廃棄時の冷媒回収対応）
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５. 機器メーカーにおける再生冷媒の活用と考え方
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ご清聴ありがとうございました

冷凍空調機器は、我々の生活には欠かせない存在です。最近の夏は、エアコンがないと命の危険を
感じる事が有ります。通勤通学の地下鉄でエアコンが無ければ出勤もままなりません。昨年夏の地下
鉄霞が関駅の空調機故障は辛かった。また食品の冷凍保存が無ければ、日本人の食生活は成り立
たないでしょう。医薬品の保管で冷凍冷蔵機器が無ければどうなるでしょうか。
残念ながら、現在の冷凍空調機器は冷媒ガスが無ければ性能を発揮できません。そんな冷媒ガスが
今から約8年後の2034年ぐらいに、市場で不足する事態に陥る可能性があります。
冷凍空調機器を生産/販売する機器メーカは、これからも低GWP冷媒の開発と商品化の努力をし
て参ります。しかしそれだけでは、この問題は解決しません。フロン排出抑制法を基軸に、オールジャパ
ンでの取り組みを進める事が何より大切だと思います。今後ともよろしくお願い致します

結言


